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導入:バイヤーおよびサプライヤの言語設定を NextGen に移行 [NP-61450]

機能の説明:

• バイヤーとサプライヤの両方に対して統一された設定エクスペリエンス
• アクセス可能: 設定→言語および地域
• 管理者制御: これらの設定を更新できるのは管理者ユーザのみです
• 優先言語: すべてのユーザのアカウントに表示される日付と時刻を決定します。
• 一貫性、ユーザビリティ、および集中管理の強化

イノベーション対象：バイヤーとサプライヤー イネーブルメントモデル：自動的に有効化
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主な利点:

バイヤーおよびサプライヤの言語設定を NextGen に移行 [NP-61450]

合理化された設定:

• 断片化された GEN1 設定を、一元化された最新のインタフェース
に置き換えます。

一貫したユーザエクスペリエンス:

• バイヤーとサプライヤの両方の設定を統一することで、役割間の
混乱が軽減されます。

アクセス制御:

• 管理ユーザーのみが言語設定を編集し、組織の管理と権限のない
変更の防止が可能

ソリューション： Commerce Automation

ペルソナ：バイヤーとサプライヤー
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ユーザストーリー

言語設定機能により、SAP Business Network のバイヤーおよびサプライヤは、タイムゾーンおよび通貨設定
間で主要な地域情報設定を設定することができます。
• 優先言語は、設定可能な通知が SAP Ariba から送信される際に使用される言語です。これは、ユーザーイ
ンターフェイスおよびユーザーが開始する処理を制御するWeb ブラウザの言語設定とは異なります。ア
カウント管理者の優先言語設定により、電子メールまたは FAX で送信される注文書のセクションヘッダー

およびフィールドラベルも制御されます。
GEN1 エクスペリエンスでは、これらの設定はロールごとに個別に更新されていました。NEXTGEN の再設
計の一環として、SAP Business Network では、これらの設定を管理するための統一された標準化されたイン
ターフェイスが導入されました。発注者とサプライヤの両方が、設定→言語設定という単一の場所から言語
設定を表示してアクセスできるようになりました。重要なのは、これらの設定を変更できるのは管理者ユー
ザーのみであり、一元管理と一貫性を確保することです。他のすべてのサブユーザは選択した値を表示でき
ますが、変更は制限されます。
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前提条件、制限、注意事項

前提条件
 組織の言語設定を表示および更新できるのは管理者ユーザーのみです
 すべてのサブユーザーは、組織の言語設定のみを表示できます。編集オプションは使用できません。
 アクセスは、整合性と組織全体での集中管理を確保するために制限されています。

制限
 None
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機能の詳細 -バイヤー側の従来のナビゲーション

前の UI
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機能の詳細 -サプライヤ側の従来のナビゲーション

前の UI
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機能の詳細 -バイヤー/サプライヤ側での NEXTGEN ナビゲーション
新規 UI
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優先通貨 -発注者/サプライヤ管理の編集フロー

新規 UI



連絡先情報:

© 2024 SAP SE or an SAP affiliate company.All rights reserved.この資料に関連する使用条件、免責事項、開示、または制限については、www.sap.com/legal-notice の法的通知事項を参照してください。

ありがとうござ
いました。
氏名：ビスマン・カウル (Bisman Kaur)

電子メール: bisman.kaur@sap.com
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